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大阪市立高殿南小学校 



（様式１） 

大阪市立高殿南小学校 令和７年度 運営に関する計画・自己評価（総括シート） 

 

１ 学校運営の中期目標 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

現状と課題 

 本校では、教職員自身が学び続ける力を付けること（資質の向上）を基本姿勢として臨

み、教育振興基本計画をふまえ、学力及び体力の向上、思いやりや志の醸成、健康な心身

の育成を図ってきた。令和 5 年度末に大阪市教育振興基本計画に掲げる目標を（施策目

標）を達成するための年度目標の設定を見直し、令和６年度の教育活動を進めた。中期目

標は令和７年度末までの成果目標となっており、本年度は最終年度となる。 

 「安全・安心な教育の推進」は、令和５年度末において、スマートフォンを使用しての

動画視聴やゲームの時間が長いことが課題として浮き彫りとなった。そこで「学校から帰

ってから、スマートフォン等を使用して、平均どのくらい SNS,動画視聴、ゲーム等をして

いますか」の大阪市独自調査に対して３時間以上と回答する児童の割合を５０％以下にす

るとした。４月８日時点で市調査の結果が出てはいないが、高学年において、視聴が長い

傾向は伺える。 

また、小学校学力経年調査の質問紙の「いじめは、どんな理由があってもいけないこと

だと思いますか」という項目に対し、令和６年度の本校は８９．２％であり、本市が令和

７年度までに目指す９０％の目標にはわずかに達していない。 

未来を切り拓く学力・体力の向上」については、本校の児童は、令和６年度の３年生か

ら６年生対象の大阪市小学校学力経年調査において全学年で全教科とも大阪市の平均を上

回った。授業の中で、ホワイトボードを活用し、個の考えを可視化し、多くの児童が授業

中に話し合いで、自分の考えを深めたり、広げたりすることができた。また ICT 機器を積

極的に活用した授業の工夫も多く行ってきた。今年度は、小学校経年調査における算数科

に課題の見られる児童の割合を昨年度より減少させることを目指す。 

また、大阪市小学校学力経年調査の質問紙において、「運動やスポーツをすることが好

きか」という項目においてまだ令和７年度までの本市目標の６２．６％には届いてはいる

が、研究教科を令和６年度、７年度と体育に設定した本校は令和６年度は７５％目標に対

し、７３．５％と目標に届いていないので、本年度も７５％を目標とし、体育の研究に取

り組んでいく。 

「学びを支える教育環境の充実」において、本校は ICT 機器の使用率が上がってきては

いるが、令和７年度の目標として、本市が設定する「授業日において、児童生徒の 8 割以

上が学習者用端末を活用した日数が、年間授業日の半数を超えた学校の割合が、目標の７

５％には届いていない。引き続き取り組みを進めていく。また、学力の基礎・基本を担う

読解力の育成のため読書は大切な活動となる。語彙力を高め、読解力をつけ、想像力が膨

らみ、表現力へとつなげ、学力の向上へと結びつける。そこで、小学校学力経年調査にお

ける「読書は好きですか？」に対して、肯定的に回答する児童の割合を本年度よりも向上

させる。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中期目標 

【安心・安全な教育の推進】 

〇本市調査における「学校から帰ってから、スマートフォン等を使用して、平均でどのくらい

ＳＮＳ、動画視聴、ゲーム等をしていますか。」に対して、３時間以上と回答する 児童の割合

を２０．５％以下にする。 

 

〇小学校学力経年調査における「いじめは、どんな理由があってもいけないことだと思います

か」に対して、最も肯定的な「そう思う」と回答する児童の割合を９０％以上にする。 

                                    

〇本市調査における「スマホの危険性や適切な使い方について理解していますか」に対して、

肯定的に回答する児童の割合を８０％以上にする。 

【未来を切り拓く学力・体力の向上】 

〇小学校学力経年調査における「学級の友達との間で話し合う活動を通じて、自分の考えを深

めたり、広げたりすることができていますか」に対して、最も肯定的な「当てはまる」と回答

する児童の割合を５８％以上にする。 

 

〇小学校学力経年調査における「理科の勉強は好きですか」に対して、肯定的に回答する児童

の割合を８９％以上にする。 

 

〇小学校学力経年調査における、算数の学力に課題の見られる児童の割合を、同一母集団にお

いて経年的に比較し、いずれの学年も前年度より０．５ポイント減少させる。 

                              

〇小学校学力経年調査における、国語の学力に課題の見られる児童の割合を、同一母集団にお

いて経年的に比較し、いずれの学年も前年度より０．５ポイント減少させる。 

                             

〇小学校学力経年調査における「運動（体を動かす遊びを含む）やスポーツをすることは

好きですか」に対して、最も肯定的な「好き」と答える児童の割合を７４％以上にする。 

【学びを支える教育環境の充実】 

〇授業日において、児童の８割以上が学習者用端末を活用した日数が、年間授業日の７５％以

上にする。〔ただし、事務局が定める学校行事等ＩＣＴ活用が適さない日数を除く〕 

                                

〇第２期「学校園における働き方改革推進プラン」に掲げる教員の勤務時間の上限に関する基

準１を満たす教職員 の割合を７３％以上にする。 

 

〇小学校学力経年調査における「読書は好きですか」に対して、肯定的に回答する児童の割合

を８３％以上にする。 

 

 



２ 中期目標の達成に向けた年度目標（全市共通目標を含む） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 本年度の自己評価結果の総括 

 

 

 

 

 

３ 本年度の自己評価結果の総括 

 

 

【安心・安全な教育の推進】 

 

年度目標 

〇本市調査における「学校から帰ってから、スマートフォン等を使用して、平均でどのくら

いＳＮＳ、動画視聴、ゲーム等をしていますか。」に対して、３時間以上と回答する 児童の割

合を１１．３％以下にする。（R5 ７２．２％）（R6 １１．４％） 

〇小学校学力経年調査における「いじめは、どんな理由があってもいけないことだと思いま

すか」に対して、最も肯定的な「そう思う」と回答する児童の割合を９０％以上にする。（R5 

８６．４％）（R6 ８９．２％） 

【未来を切り拓く学力・体力の向上】 

年度目標 

〇小学校学力経年調査における、算数の学力に課題の見られる児童の割合を、同一母集団に

おいて経年的に比較し、いずれの学年も前年度より０．５ポイント減少させる。（R5 ９．１

ポイント）（R６ ５．７ポイント） 

〇小学校学力経年調査における「運動（体を動かす遊びを含む）やスポーツをすること

は好きですか」に対して、最も肯定的な「好き」と答える児童の割合を７５％以上にす

る。（R5 ７４．０％） （R6 ７３．５％） 

 

学びを支える教育環境の充実】 

年度目標 

〇授業日において、児童の８割以上が学習者用端末を活用した日数を、年間授業日の７５％

以上にする。〔ただし、事務局が定める学校行事等ＩＣＴ活用が適さない日数を除く〕 

                                （R6 ５５．２％） 

〇第２期「学校園における働き方改革推進プラン」に掲げる教員の勤務時間の上限に関する

基準１を満たす教職員 の割合を７３％以上にする。（R5 ７２．２％） 

 

〇小学校学力経年調査における「読書は好きですか」に対して、肯定的に回答する児童の割

合を８３％以上にする。（R5 ７８．３％）（R6 ８２．３％） 

                                  



大阪市立高殿南小学校 令和 7 年度 運営に関する計画・自己評価（目標別シート） 

 

 

年度目標 
達成

状況 

【３つの最重要目標】 

【安心・安全な教育の推進】 

年度目標 

〇本市調査における「学校から帰ってから、スマートフォン等を使用して、平

均でどのくらいＳＮＳ、動画視聴、ゲーム等をしていますか。」に対して、

３時間以上と回答する 児童の割合を１１．３％以下にする。（R5 ７２．

２％）(R6 １１．４％) 

〇小学校学力経年調査における「いじめは、どんな理由があってもいけないこ

とだと思いますか」に対して、最も肯定的な「そう思う」と回答する児童の

割合を９０％以上にする。（R5 ８６．４％）（R6 ８９．２％） 

 

 

年度目標の達成に向けた取組内容、取組の進捗状況を測る指標 
進 捗

状況 

取組内容①（基本的な方向１ 安全・安心な教育環境の実現） 

・ 各学年の児童の実態に応じて、スマートフォンの正しい使い方を知るための学習

をする機会を設ける。 

・ 保護者に対しては、スマートフォンを利用した SNS、動画視聴、ゲーム等を長時

間することで生じる心身への悪影響や学習面への影響などを啓発する。 

 指標  

・ スマートフォン等の適切な使い方についての授業を学期に 1回は行う。 

・ 学年だより、校内の掲示物などを用いた学級懇談会を年に 1回以上行い、保護者

への啓発を図る。  
進捗状況 

今後の改善点 

取組内容②【基本的な方向１ 安全・安心な教育環境の実現】 

・ 道徳科や学活の時間を中心に、自尊感情を育むための学習や他人を思いやる学習

などを継続的に進める。 

・ 学級指導の際や適切な機会に、いじめの悪質さや思いやりや支えあいの大切さに

ついて考える時間を確保する。 

 
指標 

・ 教材を読む際は、自分のこととして考えるよう助言し、毎回話し合いを取り入れ

た学習活動を行う。 

・ 心の天気を毎日継続して入力させ、その結果を確認するとともに、結果に応じて

聞き取りや話し合いをする。 

  

進捗状況 

来年度への改善点など 

 

 

評価基準 Ａ：目標を上回って達成した        Ｂ：目標どおりに達成した 

Ｃ：取り組んだが目標を達成できなかった  Ｄ：ほとんど取り組めず目標も達成できなかった 



大阪市立高殿南小学校 令和７年度 運営に関する計画・自己評価（目標別シート） 

 

 

年度目標 
達成

状況 

【３つの最重要目標】 

【未来を切り拓く学力・体力の向上】 

年度目標 

〇小学校学力経年調査における、算数の学力に課題の見られる児童の割合

を、同一母集団において経年的に比較し、いずれの学年も前年度より０．

５ポイント減少させる。（R5 ９．１ポイント）（R6 ５．７ポイント） 

〇小学校学力経年調査における「運動（体を動かす遊びを含む）やスポー

ツをすることは好きですか」に対して、最も肯定的な「好き」と答える児

童の割合を７５％以上にする。（R5 ７４．０％）（R6 ７３．５％） 

 

 

年度目標の達成に向けた取組内容、取組の進捗状況を測る指標 
進捗

状況 

取組内容①（基本的な方向４ 誰一人取り残さない学力の向上） 

・ 基礎学力の定着と向上を図る。 

・ 各児童の課題に応じた指導形態（習熟度別学習や少人数指導など）を工夫する。 

 
指標 

・ 学年に応じた学習プリントやデジタルドリルなどの ICT機器を活用し、算数が楽し

く学べるような工夫をする。 

・ ４年生以上で毎単元、習熟度別学習や少人数指導、T１T２を活用した指導を取り入

れる。 

進捗状況 

 

来年度への改善点など 

 

取組内容➁（基本的な方向５ 健やかな体の育成） 

 児童の体力や意欲向上につながるよう体育の授業を工夫するとともに、定期的に体

育的行事を設定し、運動の楽しさや喜びを味わうことができるようにする。 

 

指標  

・ 校内調査の「運動（体を動かす遊びを含む）やスポーツをすることは好きですか」

に対して、肯定的に答える児童の割合を８０％以上にすることを目指す。 

・ 全学年において、運動に対しての研究授業を実施し、運動の楽しさや喜びを味わわ

せる指導を追及する。 

・ 教員を対象とした体育研修会を年に２回以上実施し、教員の指導力向上を図る。 

・ ミナミンピック等の体育的行事を学期に１回以上設定し、運動に親しむ場を提供す

る。 

・ トップアスリートの招聘や体力サポート事業を活用し、運動への意欲付けを行う。  
進捗状況 

 

今後の改善点など 

 

 

評価基準 Ａ：目標を上回って達成した        Ｂ：目標どおりに達成した 

Ｃ：取り組んだが目標を達成できなかった  Ｄ：ほとんど取り組めず目標も達成できなかった 



（様式２） 

大阪市立高殿南小学校 令和７年度 運営に関する計画・自己評価（目標別シート） 

 

 

年度目標 
達成

状況 

【３つの最重要目標】 

【学びを支える教育環境の充実】 

年度目標 

〇授業日において、児童の８割以上が学習者用端末を活用した日数が、年間授業日の

７５％以上にする。〔ただし、事務局が定める学校行事等ＩＣＴ活用が適さない日数を

除く〕（R6 ５５．２％） 

〇第２期「学校園における働き方改革推進プラン」に掲げる教員の勤務時間の上限に

関する基準１を満たす教職員 の割合を７３％以上にする。（R5 ７２．２％）（R6 ７

２．２％） 

〇小学校学力経年調査における「読書は好きですか」に対して、肯定的に回答する児

童の割合を８３％以上にする。（R5 ７８．３％）（R6 ８２．３％） 

 

 

年度目標の達成に向けた取組内容、取組の進捗状況を測る指標 

進

捗

状

況 

取組内容①（基本的な方向６教育 DX[デジタルトランスフォーメンション]の推進） 

・ 授業において、学習者用端末でのスクールライフノート・SkyMenu・タイピング・

インターネット検索・カメラ・QRコード・プログラミング・NHK for School視聴・

デジタルドリル・Teams・Forms・canvaなどの児童の主体的な活用を図る。 

 
指標 

・ 授業日において、１日に 1回以上、児童が学習者用端末を活用できる場を設定す

る。  

進捗状況 

今後の改善点など 

取組内容②（基本的な方向７ 人材の確保・育成としなやかな組織づくり） 

・ 仕事と生活の調和（ﾜｰｸ･ﾗｲﾌ･ﾊﾞﾗﾝｽ）の実現をめざし、時間外勤務時間の減

少を図る。 

 

取組内容②（基本的な方向７ 人材の確保・育成としなやかな組織づくり） 

仕事と生活の調和（ﾜｰｸ･ﾗｲﾌ･ﾊﾞﾗﾝｽ）の実現をめざし、時間外勤務時間の減少

を図る。  
進捗状況 

 

 

今後の改善点など 

 

 

 

評価基準 Ａ：目標を上回って達成した        Ｂ：目標どおりに達成した 

Ｃ：取り組んだが目標を達成できなかった  Ｄ：ほとんど取り組めず目標も達成できなかった 



取組内容③（基本的な方向８ 生涯学習の支援） 

学校図書館の整備（蔵書の整理、データベース化など）、学級文庫の整理に努めるとと

もに、児童の学校図書館を活用した学習・読書活動を推進する。 

 

指標  

・ 児童が読書に興味が持てるように「読み聞かせ」や「読書カードの活用」、「図書

館開放への付き添い」など、学期に１回以上、積極的に働きかける。 

 

進捗状況  

今後の改善点など  

 


